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反転授業を導入した

授業改革の取り組み

特　集

１．はじめに
近年、学生がグローバル化した社会の中で生

き抜く力を身につけさせるために、大学教育の改

革が強く求められています。グローバル化によっ

て、人と人との関連性が多様化し、社会は複雑化

しています。学生は、これまで以上に、多様な見

方や考えを持つことや、他者と協力して課題を解

決する力が求められています。

しかしその一方、18 歳人口の減少により大学

全入時代が訪れようとしており、それに伴うかの

ように学修に対して受動的で、学修意欲の低い学

生が増えてきています。第２回大学生の学習・生

活実態調査報告書 [1]によると、「学生の自主性に任

せる」より「大学の教員が指導･支援するほうが

よい」と考える学生が 2008 年度の 15.3%から

2012 年度は 30.0%に、「あまり興味がなくても、

単位を楽にとれる授業がよい」が半数を超えてい

ます。また、１週間当たりの授業に関連する授業

外での学修時間は、米国の大学生では 11 時間以

上が 58.4%以上なのに対して、日本の学生は５

時間以下が 66.8%であり、米国学生の半分以下

の時間しか学修していない、という調査結果が報

告されています[2]。

以上のようなことを考えると、これまで授業

の主流であった講義形式の授業、すなわち、教員

が一方的に知識を伝達し学生が「聞くだけ」とい

う受動的な教授法では対応が困難になってきたと

言わざるを得ません。このような中、注目を集め

ているのがアクティブ・ラーニングです。アクテ

ィブ・ラーニングは、「学生の能動的な学びを促

進する教授方法」と定義されていて、意見を出し

合って考える、わかりやすく情報をまとめ直す、

応用問題を解く、実際にやってみて考える、など

いろいろな活動を介して学生が主体的に学びに取

り組む教授法です。アクティブ・ラーニングは、

講義を聴くだけの授業に比べて知識の定着率や活

用する能力を高める効果があると期待されていま

す。

しかし、その反面アクティブ・ラーニングに

は、一つの概念を学修するためには多くの時間が

必要となるという問題があります。講義ならば

10 分で行えるところを、アクティブ・ラーニン

グを行うと、20 分から 40 分、やり方によれば

１時間以上の時間が必要になってきます。すなわ

ち、授業という限られた時間内でアクティブ・ラ

ーニングを導入しようとすると知識伝達量が少な

教員と学生が相互に知性を高めていくアクティブ・ラーニングを効果的に進めていくには、事前・事後学修としての反転

授業による知識の定着や確認が不可欠である。そこで本特集では、取り組み事例を通じて、反転授業により期待できる教育

効果や留意点、課題について認識を深め、学生の主体的な学びを目指した教育方法を探究したい。
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くなってしまうという欠点があります。もちろ

ん、定着しない知識を詰め込むより、知識伝達量

が減少してもしっかりと学修させる方がよいとい

う考えもありますが、例えば工学部専門科目など

は、学生に必要な知識伝達量を減らすことができ

ないのが実情です。仮に、今後ほとんどの科目で

授業時間の大半の時間でアクティブ・ラーニング

を導入していこうとするならば、この点は大きな

問題になってきます。

そこで山梨大学では、工学部専門科目を中心

として、反転授業を組み合わせることにより知識

伝達量を減らすことなく、授業の大半をアクティ

ブ・ラーニング化することによる授業改善の方法

を検討してきました。本稿では山梨大学と富士ゼ

ロックス社の共同研究として行ってきた、反転授

業を組み合わせたアクティブ・ラーニングの取り

組みについて紹介します。

２．反転授業を組み合わせたアクティブ・
ラーニングの実施方法

工学部の科目は、講義、演習、実験などに分か

れています。このうち、演習科目、実験科目はそ

の性質上、自然にアクティブ・ラーニング化して

いますが、講義科目は、その名の通り「講義」が

授業時間のほとんどを占めています。しかし、学

生からは、「教員の話を聞くだけだと眠くなる」

や「もっと演習問題を行ってほしい」など、能動

的な教授法を望む声が少なくありません。とはい

え、学生に教えなければならない知識伝達量が多

いため、そのような時間がとれないというのが実

情です。山梨大学では富士ゼロックス社の協力を

得て３年前から工学部専門科目を中心に知識伝達

量を減らすことなくアクティブ・ラーニングを取

り入れる方法について検討を行っていく中、反転

授業に着目しました。

反転授業とは「従来教室で行われていたことを

自宅で行い、自宅で行ってきたことを教室で行う

教授方法」とされています。大学に当てはめれば、

これまで「教室で行われていた」講義はビデオな

どの形式で情報ネットワークを通して自宅で聴講

し、「自宅で行われていた」レポートや演習課題

などで課せられる、より高度で応用的な課題を授

業中に行うものです。反転授業を用いれば対面授

業で講義がない分、学生主体の学修方法に時間を

割り当てることができるため、知識伝達量を減ら

すことなく、また講義の種類にかかわらず、アク

ティブ・ラーニングを取り入れることが可能とな

ります。

しかしながら、反転授業やアクティブ・ラーニ

ングを進めようとしても、躊躇する教員が多数存

在します。その理由の一つは、授業準備の負担の

増加です。これには、事前に視聴させる講義ビデ

オの準備や、授業をアクティブ・ラーニング化す

るための綿密な授業設計にかかる時間的な負担な

どがあります。もう一つの理由は、アクティブ・

ラーニングとして授業中にどのような学修活動を

行えば良いかについての戸惑いです。大学の教員

の多くは、教育学や教授法について専門の教えを

受けていないために、講義以外の教授法や、複数

の教授法を組み合わせた授業設計に慣れていない

ためです。

これらの問題を克服して、多くの教員が反転授

業／アクティブ・ラーニングを取り入れることが

可能になるように次の方法で導入を試みてきまし

た。

（１）スクリーンキャストシステムを用いた事前

学修用講義動画の作成

反転授業を継続的に実施していくためには、講

義ビデオの作成と配信がいかに簡便にできるかと

いう点が重要となってきます。通常は、ビデオカ

メラで撮影するという方法が考えられますが、ビ

デオカメラや三脚などの機材、場合によっては専

用のスタジオが必要といったコストの問題が生じ

ます。またビデオ作成のためには、授業担当の教

員以外に、撮影やビデオ編集のためのスタッフな

ど人的パワーが必要になるといった問題がありま

す。したがって、ビデオカメラ撮影による講義ビ

デオを用いた反転授業を多くの授業科目で導入し

ようとすると、財政的に困難になってきます。

そこで本学の取り組みでは、講義ビデオの作成

にスクリーンキャストシステム（スライドキャス

トシステム）を用いることにしました。これは、

PC上の画面を音声と同期して記録していき、音

声付きスライド風の動画を作成し、情報ネットワ

ークで配信するシステムです。このシステムなら

ば、パワーポイントで作成した講義用のスライド

をPC上に表示しながら、PCに接続したマイクに

しゃべれば、それでスライド風動画を作成するこ

とができます。また、マウスポインタの位置も記

録できるので、マウスで指し示しながら収録を行

えば、よりわかりやすいスライド動画が作成でき

ます。次ページ図１にスクリーンキャストシステ

ムを用いた講義ビデオの作成と配信の概要を示し

ます。また、次ページ図２には、講義ビデオの視

聴画面例を示します。



たソフトウェアを使用していますが、その他にも

SCREENCAST-O-MATIC [3] をはじめ多くのソフ

トウェアが存在しています。

（２）授業のアクティブ・ラーニング化

効果的な能動的学修を実現するためのアクティ

ブ・ラーニングを行うためには、アクティブ・ラ

ーニングの各種手法や事前学修用講義ビデオをど

のように組み合わせて授業を構成するかなどの綿

密な授業設計が必要となってきます。しかし、教

育学などを学んでいない大学の教員に対して、こ

のように大上段に構えると敷居が高くなり、実施

が難しくなってしまいます。そこで、教育の研究

者から見るといい加減に見えるかもしれません

が、教育の実践者としてとにかくできるところか

ら初めて、現状より少しでも改善すれば良し、最

悪でも、現状より悪くならなければ問題なしとい

った気楽な姿勢で取り組み始めることにしまし

た。ただし、「教員がしゃべるだけの授業はやめ

よう」を基本的な姿勢として、原則的に、授業時

間90分のうち少なくとも半分（45分程度）以上

は、アクティブ・ラーニングの活動を行うものと

しました。また、知識伝達量を減らさないために、

事前学修講義ビデオで置き換えられた従来の講義

時間分だけアクティブ・ラーニングを行うことも

基本方針としています。

実際の授業方法は各教員それぞれに任されてい

ますが、基本的な流れはおおよそ表１の通りで

す。

1. 15分〜30分程度の事前学修用の講義ビデ

オを作成し、授業の３日前には学生に提

示する。

2. 事前学修用講義ビデオにより、従来の授

業で行っていた講義のための時間が30

分〜90分ほど空く。その時間を使って、

下記のようなアクティブ・ラーニングの

活動を行う。

・グループワーク

・全体でのプレゼンテーション

・協調学修

・演習問題

・スマートフォンアプリのクリッカーを用

いた質疑応答

・ルーブルリックを用いたノートの相互評価

3. 残りの時間は、従来通りの講義など授業

を行う。
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教員の負担に関して言えば、工学部ではパワー

ポイントを用いて講義を行う教員が多いために、

講義ビデオのためのパワーポイントを使った教材

資料を作成する負担は、反転授業あるなしに関わ

らずそう変わりません。また、PCとマイクがあ

れば教員が自分の好きな時にビデオ作成が可能で

あるため、時間的な制約もなく負担は軽くなって

います。

スクリーンキャストシステムを用いた講義ビデ

オは、対面授業による講義に比べて臨場感に乏し

いという欠点がありますが、その一方、一時停止、

早送り、巻き戻し等が自由に行えるため、学生が

自分のペースで講義を聴けるという利点もありま

す。そのため、対面授業の講義のように繰り返し

たり、間を取ったり、ノートを取る時間を考える

必要はなく、その半分程度の時間ですみます。例

えば、30分程度の対面授業での講義は、スクリ

ーンキャストシステムの講義ビデオにすると15

分程度になります。

本学で試行したスクリーンキャストシステム

は、富士ゼロックス社と共同研究の中で開発され

図１　スクリーンキャストシステムによる
講義ビデオの作成と配信の概要

表1 授業の流れ

図２　スクリーンキャストシステムによる
講義ビデオの視聴画面例
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図３に、具体的な実施例として、授業のすべて

を反転し対面授業ではすべてアクティブ・ラーニ

ングを行っている授業科目での実施方法を２例示

します。

３．反転授業を組み合わせたアクティブ・
ラーニングの試行結果

（１）反転授業とアクティブ・ラーニングの学内

展開の状況

本稿で紹介する試みは、山梨大学と富士ゼロッ

クス社との協同教育プロジェクトとして2012年

度から始まりました。表２に2012年度からの反

転授業を組み合わせたアクティブ・ラーニングを

実施した授業科目を示します。表２で示す科目は、

反転授業を組み合わせたアクティブ・ラーニング

形式の授業を実質的な授業回数の半分程度以上で

実施した授業科目です。

2012年度は、最初の試行としてスクリーンキ

ャストシステムの動作チェックも含め、プロジェ

クト協力教員によって４科目で試行されました。

翌年の2013年度は７科目に拡大されるとともに、

学内展開に向けてアクティブ・ラーニングのガイ

ドブックの整備などを行ってきました。2014年

度は本格的な取り組みに向けて、反転授業および

アクティブ・ラーニング導入のための研修会の実

施、アクティブ・ラーニングガイドブックの配布、

反転授業紹介ビデオの作成と公開などを行って学

内展開を図り、その結果、工学部以外の科目も含

む16科目で実施されました。また表２に示す授

業科目以外にも、２回〜４回程度試験的に反転授

業が試みられた授業が10科目あり、今後さらに

実施科目が増えていくことが期待されています。

（２）反転授業／アクティブ・ラーニングに対す

る学生の評価

反転授業を導入による教育効果を調べるため

に、学生に対して授業評価アンケートを行いまし

た。その中で、アクティブ・ラーニングや反転授

表２　反転授業／アクティブ・ラーニングの実施科目

図３　反転授業／アクティブ・ラーニング実施例

(a) 組込みプログラミングⅠ （b）情報通信Ⅰ

[2012年度]

情報通信Ⅱ

コンピュータネットワーク

伝熱工学

基礎統計学Ⅱおよび演習

[2013年度]

情報通信Ⅰ

情報通信Ⅱ

コンピュータネットワーク

組込みプログラミングⅠ

アナログ回路Ⅱ

伝熱工学

光電磁波工学

[2014年度]

情報通信Ⅰ

組込みアーキテククチャー

情報通信Ⅱ

組込みプログラミングⅠ演習

基礎物理学Ⅲ

振動工学

伝熱工学

電子回路Ⅰ

アナログ回路Ⅱ

組込みプログラミングⅠ

産婦人科課外教育

基礎物理化学Ⅱ

英語B初級

防災工学Ⅰ

コンピュータグラフィックス

光波動工学



業の効果に対する学生の印象を問う次のような評

価項目を入れました。

●　事前学修ビデオを閲覧して授業に臨んだこと

によってこの科目についての理解が深まったと

思うか

●　授業中のグループワークなどのアクティブ・

ラーニングによってこの科目についての理解が

深まったと思うか

●　事前学修ビデオの閲覧とアクティブ・ラーニ

ングを組み合わせた反転学修によって学修意欲

が高まったと思うか

●反転学修を取り入れたことによって、この授業

に参加するのが楽しくなったと思うか

一例として、図４にアナログ回路IIにおける回

答を示します。これによると、「講義ビデオを使

った事前学修による教育効果がある」と感じてい

る学生は82.4%（強くそう思う26.5%、そう思う

55.9%）、「授業をアクティブ・ラーニング化する

ことの効果がある」と感じている学生は73.6%

（強くそう思う17.7%、そう思う55.9%）でした。

他の授業科目でも同じような結果が得られてお

り、学生は反転授業を組み合わせたアクティブ・

ラーニングによって自分の理解度が上がっている

と感じていることがわかりました。

一方、「反転授業／アクティブ・ラーニングの

導入によって、授業に対する学修意欲が向上した」

と感じている学生が55.8%（強くそう思う11.7%、

そう思う44.1%）、「反転授業／アクティブ・ラー

ニングを取り入れることで授業に参加することが

楽しくなった」と感じる学生が47.1%（強くそう

思う11.8%、そう思う35.3%）となっていて、自

発的な学修への転換の効果も感じられます。

（３）定期試験結果の比較

学生による授業評価アンケートの結果を裏付け

るように、定期試験の結果も向上しています。

2012年度に反転授業を実施した４科目中３科目

で、反転授業の実施前の年度と実施年度で定期試

験の平均点が13点から23点高くなり大幅に向上

しました。また、2013年度実施の７科目でも、

その６科目で同様の成績の向上が見られました。

2014年度に実施した科目については、まだすべ

ての集計は終わっていませんが、集計の終わった

６科目ではやはり同様の成績の向上が見られまし

た。それらの一例として、「組込みプログラミン

グⅠ」、「コンピュータネットワーク」「情報通信II」

の３年間の成績分布の幹葉図を次ページ図５に示

します。幹葉図とはヒストグラムに似た表現で、

6 JUCE Journal 2015年度 No.1

数字の一文字が一人を現し、その数字の大きさは

得点の一桁台を表します。例えば、得点が「90−

99」の欄が「222358」となっていれば、92点が

3名、93点、95点、98点がそれぞれ１名ずつで

あることを表します。

また、図５において、得点欄の左が反転授業な

しの年度の成績分布、右側が反転授業ありの年度

の成績分布です。図から、平均点の向上だけでな

く、低得点者数の減少と高得点者数の増加の双方

が見られます。すなわち、反転授業を組み合わせ

たアクティブ・ラーニングは、成績下位層の底上

げと上位層の引き上げの両方に効果があることが

特　集

図４　 授業評価アンケート結果の一例



7JUCE Journal 2015年度 No.1

示されています。

受講者数に関して、コンピュータネットワーク

と情報通信IIでは年度による人数のばらつきが見

られます。コンピュータネットワークの2013年

度の受講生が少なかった理由は、その学年の学生

数そのものが少なかったこと、および反転授業導

入の効果で前年度の合格率が高かったために過年

度生が少なかったためです。なお、本科目は必修

科目であり全員が受講します。一方、情報通信II

は選択科目で、例年の受講者は15名程度です。

2012年度の受講生が多かった理由は、講義担当

者がこの学年のクラス担任であったことの影響が

大きかったと考えられます。

４．終わりに
今回紹介した反転授業を組み合わせた

アクティブ・ラーニングは、工学部の教

員を中心に実施されてきたものです。教

育学に関しては素人である私たちは、ア

クティブ・ラーニングなどの理論につい

ては深く理解しているとは言えませんが、

「講義ビデオを作成して学生に事前に視聴

させることで授業中の講義の時間を減ら

して、その代わりに学生主体の活動を行

わせる」という基本姿勢で試行錯誤を行

ってきました。その結果、知識伝達量を

減らすことのないアクティブ・ラーニン

グの導入は可能であること、教員の講義

を聞くだけの授業に比べて予想以上に大

きな教育効果の差が表れることなどが明

らかになってきました。

さて、これまでは、「なんでもよいので

能動的学修を行わせよう」から始めた試

みですが、試行を重ねていくうちにやは

り授業のインストラクションデザイン等

が重要であることを実感するようになってきまし

た。今後は、反転授業に適した授業設計や授業方

法も検討していく必要があります。

また、本稿で示した授業評価アンケートや定期

試験の結果から教育効果があることが明らかであ

りますが、しかしこれがいわゆる「深い学び」に

なっているか明らかではありません。今後、それ

らをどのように評価、測定していくかも含めて検

討を行っていく必要があります。
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